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絵画 おなか　すいたなぁ～　
第83回全国教育美術展　特選（作品）

TOPICS ウォーキングチャレンジ

LINE 公式アカウント ユーザー登録はこちら

参加無料　ぜひご参加ください
応募期間　2/15～4/1の賞品

柚子煎餅 ５名
（七條甘春堂）

事業などの最新情報をお届け！

ローチケbiz＋や
ACチケットの
利用に

このマーク表示のある
事業は、加入5年以内の
組合員の割引対象事業
です。（年度1回限り）

加入5年
以内割引
対象事業

ログインは
こちら

レストランお食事券 2名

３P
４P
５P
６P

８・９P
１２P

現職互助の退会と退職互助の加入手続きのご案内
募集「ディズニーリゾート®・コーポレートプログラム利用券」
案内「互助組合の特典を利用して旅を楽しもう」
予告「魚つかみ取りと潮干狩り」
チケット・ガイド
募集「ハイキング」
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Ａ
４
判
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
次
回
発
行
は
２
０
２

５
年
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
２
０
２
４
年
９
月
に

お
送
り
し
た
も
の
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

公
立
京
都
の
健
康
保
険
か
ら

別
の
健
康
保
険
に
変
更
に
な
る
方
へ

　
公
立
学
校
共
済
組
合
京
都
支
部

（
公
立
京
都
）の
健
康
保
険（
任
意

継
続
含
む
）か
ら
、
別
の
健
康
保

険
へ
変
更
に
な
る
方
は
必
ず
変
更

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

公
立
京
都
以
外
の
健
康
保
険
で
受

診
し
た
分
は
療
養
補
助
金
請
求
が

必
要
で
す
。

　
ま
た
、
公
立
京
都
の
保
険
証
で

も
、
任
用
形
態
の
変
更
等
で
記
号

番
号
が
変
更
に
な
る
場
合
は
、
必

ず
変
更
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

正
し
い
番
号
が
登
録
さ
れ
て
い
な

い
場
合
、
自
動
給

付
が
で
き
ま
せ
ん
。

団
体
割
引
契
約
施
設
に
つ
い
て

４
月
１
日
付
で
新
規
契
約

・
㈱
一
条
工
務
店

注
文
住
宅
（
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
）

の
建
物
本
体
工
事
価
格
（
★
１
）

よ
り
２
％
割
引
（
一
部
割
引
の

対
象
外
商
品
あ
り
）

（
★
１
）
屋
外
給
排
水
、
解
体
、

外
構
並
び
に
標
準
仕
様
外
の
工

事
に
要
す
る
費
用
、
そ
の
他
諸

手
続
費
用
及
び
消
費
税
相
当
額

を
除
く

※
割
引
を
適
用
す
る
た
め
に
は
資

料
請
求
が
必
要
で
す
。
４
月
１

日
10
時
～
互
助
組
合
Ｈ
Ｐ
よ
り

資
料
請
求
の
受
付
を
開
始
し
ま

す
。

３
月
末
日
付
で
契
約
終
了

〈
ス
ポ
ー
ツ
施
設
〉

・
ワ
ー
ル
ド
プ
ラ
ス
ジ
ム

※
現
在
法
人
会
員
で
、
４
月
以
降

も
継
続
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
利
用
料
金
の
変
更
な
し

〈
飲
食
店
〉

・
ど
う
と
ん
ぼ
り
神
座

・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都

（
ホ
テ
ル
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
は
契
約
継
続
）

指
定
店
制
度
の
終
了
に
つ
い
て

　
互
助
組
合
の
指
定
店
制
度
は
３

月
末
日
で
終
了
し
、
一
部
の
業
者

は
福
利
厚
生
提
携
業
者
（
割
引
契

約
業
者
）
に
移
行
し
ま
す
。
詳
細

は
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

集
ま
っ
た
署
名
を
地
元
選
出
の
国

会
議
員
へ　
全
教
互
国
会
陳
情

　
１
月
７
日
、
15
日
に
、
皆
様
か

ら
集
め
た
署
名
を
届
け
、「
全
て

の
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立

と
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る

環
境
整
備
を
求
め
る
陳
情
」
を
、

地
元
選
出
の
衆
参
４
議
員
に
対
し

て
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
７

日
に
行
っ
た
全
教
互
理
事
会
に
よ

る
国
会
陳
情
に
は
佐
野
専
務
理
事

が
全
教
互
副
会
長
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

署
名
集
約　
３
７
８
，６
２
１
筆

（
内
、
京
都
府
７
，６
４
１
筆
）

給
付
請
求
の
受
付
期
間
と
振
込
日

１
月
17
日
～
２
月
14
日
受
付
分

→
３
月
17
日
送
金

２
月
17
日
～
３
月
14
日
受
付
分

→
４
月
16
日
送
金

３
月
の
口
座
引
き
落
し
は
19
日

　
３
月
19
日
（
水
）
に
引
き
落
し

が
あ
る
方
は
、
預
金
口
座
残
金
が

不
足
し
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
引
き
落
し
明
細
を
記
載

し
た
送
金
・
振
替
通
知
書
は
２
か

月
分
を
ま
と
め
て
偶
数
月
に
送
付

し
ま
す
。
３
月
分
・
４
月
分
は
４

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

退
職
互
助
組
合
員
手
帳
の
発
行
は

あ
り
ま
せ
ん

　
２
０
２
２
年
度
か
ら
、
退
職
互

助
組
合
員
手
帳
の
代
わ
り
と
し
て
、

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

４月相談事業(無料)

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）
・相談時間１人30分程度、
事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２日前までに
事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

生　

活　

相　

談

「
相
続
・
遺
言
書
の
書
き
方
」「
住
宅
・
不
動
産
」

「
家
屋
の
ト
ラ
ブ
ル
」
等

４
月
15
日（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

法　

律　

相　

談

「
交
通
事
故
」「
借
金
の
整
理
」

「
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
」
等

４
月
16
日（
水
）
午
前
10
時
〜
12
時

変更はこちらから
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11/16　京都府中丹文化会館 670人
11/17　ロームシアター京都　1,194人

1/ 6 ～12　京都劇場　442人

　歌手の秋川雅史、安田祥子、オカリナ奏者の宗次郎
とN響団友ポップスオーケストラを迎えて、叙情歌コ
ンサートを開催しました。曲間では歌の情景などの説
明もあり、素晴らしい歌と演奏に酔いしれました。
　参加者からは、「一度に3人の名曲が聴けて本当に感
動しました」、「秋の一日に懐かしい日の叙情歌を沢山
聴けて、とても心が和み楽しいコンサートでした」、
　「日本の言葉の美しさを改めて感じました。『千の風に
なって』では涙がぼろぼろ出てきて、止まりませんで
した」などの感想が寄せられました。

　今回の公演は、天下統一を目前にした豊臣秀吉が厚
い信頼を寄せる千利休と、その娘お吟を中心とした物
語。秀吉の唐御陣（朝鮮出兵・大陸進出）を止めるよ
う、命をかけて説得する利休でしたが、その思いは届
かず…。
　参加者からは、「皆さんの熱演ぶりが心地よく伝わり
ました。脚本も展望のある結末になっていて良かった
です」、「新春の公演を今年も楽しませていただきまし
た。林与一さんの出演もあり、舞台が一段と晴れやか
でした。笑いあり、涙ありで新春の濃密なひとときで
した」などの感想が寄せられました。

公益事業文化公演
オーケストラで歌う 日本の名曲叙情歌

前進座観劇会
雪間草－利休の娘お吟－（海音寺潮五郎原作）

事業
報告

TEL：075‐752‐0540　FAX：075‐771‐6180

各種用紙・詳細はこちらから⇒

健康チャレンジ健康チャレンジ健康チャレンジ
チャレンジ手順

健康づくりにチャレンジして、月替わり賞品をゲット！

　「無理なく楽しく続けられること」をモットーに、
自分で目標を設定し運動をするきっかけにしても
らう企画です。
　結果をご報告いただいた方の中から毎月抽選で
２名に月替わりの賞品をプレゼントします。

健康チャレンジとは？？

マスカルポーネチーズと
粒あんを最中に挟んで食
べる手作り最中

結果申請期間5 / 1～5 /10

期間4 / 1～4 /30

京都祇園あのん
あんぽーね

（粒あん・ 5個入）

①１か月でクリアできそうな種目と目標を設定
※月ごとで種目や目標を変えてもＯＫ

たとえば…
・ウォーキングを30分する
・ラジオ体操を毎日する
・ストレッチと筋トレを15分
・ゆっくり散歩をする　など

を記入しFAX・郵送でも申請可能です。

用紙取得ができない場合は…
◆組合員番号 ◆氏名 ◆支部名 ◆チャレンジ月
◆チャレンジ種目と内容 ◆目標達成の有無 ◆感想

②チャレンジした月の翌月１０日までに互助組合へ結果申請と
　感想を送る
③チャレンジした月の翌々月に当選者に景品をお届け＆ホー
　ムページで当選者を発表
④2026年５月互助組合報で全期間の当選者と一部感想を
掲載

4 月チャレンジ

さくさくサブレに、マカダミ
アナッツ＆アーモンドをのせ
ミルクチョコレートでコーテ
ィング

結果申請期間6 / 1～6 /10

期間5 / 1～5 /31

ヴィタメール
マカダミア・ショコラ
（ミルク・8枚入）

5 月チャレンジ

参加者
募集参加費無料

実施期間4月 1日～ 3月31日

互助組合報退教互版 2025．3.15
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古
く
か
ら
絹
織
物
の
産
地
で
あ

っ
た
丹
後
地
方
。
３
０
０
年
余
り

の
歴
史
が
あ
る
丹
後
ち
り
め
ん
に

ゆ
か
り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
に
回

る
コ
ー
ス
で
す
。

（
記　
矢
野
）

　
峰
山
駅
西
口
を
出
て
峰
山
橋
を

渡
り
、
突
き
当
り
を
左
折
、
西
へ

20
分
ほ
ど
府
道
17
号
に
出
る
ま
で

進
み
ま
す
。
府
道
17
号
を
網
野
方

面
に
5
分
ほ
ど
進
む
と
右
手
に

「
丹
後
ち
り
め
ん
発
祥
の
地
」
と

書
か
れ
た
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
、
京
都
西
陣
の
機
屋
へ
奉

公
し
、
門
外
不
出
と
さ
れ
て
い
た

撚
糸
技
術
を
持
ち
帰
り
、
初
め
て

独
特
の
風
合
を
も
っ
た
ち
り
め
ん

織
り
に
成
功
し
、
そ
れ
を
世
に
広

め
た
う
ち
の
一
人
、
絹
屋
佐
平
治

の
生
家
跡
で
す
。
佐
平
治
は
そ
の

功
績
に
よ
り
、
峰
山
藩
か
ら
「
森

田
治
郎
兵
衛
」
の
名
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
記
念
碑
を
通
り
過
ぎ
２

つ
目
の
交
差
点
を
左
折
し
、
ゆ
る

や
か
な
坂
を
突
き
当
り
ま
で
上
っ

て
い
く
と
左
手
に
常
立
寺
が
あ
り
、

右
手
奥
の
階
段
を
上
る
と
立
派
な

お
墓
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
は
、
森

田
治
郎
兵
衛
の
お
墓
で
、
今
で
も

そ
の
業
と
徳
を
偲
ん
で
参
詣
す
る

人
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
来
た
道
を
戻
り
、
府
道
17
号
を

直
進
、
小
さ
な
橋
を
渡
り
、
さ
ら

に
道
な
り
に
進
む
と
左
手
に
金
刀

比
羅
神
社
が
見
え
て
き
ま
す
。
商

売
繁
盛
・
縁
結
び
・
受
験
の
神
様

と
し
て
丹
後
一
円
か
ら
信
仰
を
集

め
、
秋
の
紅
葉
を
は
じ
め
、
お
祭

り
や
毎
月
第
3
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
手
作
り
市
な
ど
、
1
年
を
通

し
て
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
境
内
に
あ
る
木
島
神
社
に
は
、

日
本
で
唯
一
「
狛
猫
」
が
鎮
座
し

て
い
ま
す
。
蚕
の
天
敵
で
あ
る
ネ

ズ
ミ
を
捕
る
猫
が
祀
ら
れ
て
い
る

の
は
、
ち
り
め
ん
で
栄
え
た
丹
後

の
象
徴
と
言
え
ま
す
。

　
金
刀
比
羅
神
社
の
向
か
い
に
は
、

地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る
お
菓
子
屋

御
菓
子
司
大
道
が
あ
り
、
狛
猫
を

模
し
た
「
狛
猫
も
な
か
」
が
お
土

産
に
人
気
で
す
。

　
金
刀
比
羅
神
社
前
か
ら
丹
後
海

陸
バ
ス
に
乗
り
（
＊
本
数
が
少
な

い
た
め
注
意
）、
マ
イ
ン
前
下
車

徒
歩
６
分
で
到
着
す
る
の
は
、
２

０
２
４
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
で
す
。
こ
こ

で
は
丹
後
ち
り
め
ん
の
精
錬
加
工

工
程
を
一
目
で
き
る
工
場
見
学
を

行
っ
て
お
り
、
丹
後
ち
り
め
ん
の

面
白
さ
に
触
れ
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）。
直
営
シ

ョ
ッ
プ
は
予
約
不
要
の
た
め
、
丹

後
の
製
品
を
色
々
と
見
て
み
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
す
ぐ
横
、
川
沿
い
の

桜
並
木
を
進
む
と
峯
空
園
が
あ
り

ま
す
。
峯
山
海
軍
航
空
隊
の
飛
行

場
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
念
碑

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
公
園
に

は
、
４
月
に
な
る
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
な
ど
約
１
３
０
本
の
桜
が
園
内

を
埋
め
尽
く
し
、
桜
祭
り
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
峯
空
園
を
出
て
、
国
道
３
１
２

号
を
南
に
進
む
と
、
京
丹
後
大
宮

駅
に
到
着
で
す
。

森田治郎兵衛の墓

丹後ちりめんの特性を生かした体験型商品
「カップチリメン」はお土産におすすめ

日本で唯一　木島神社の狛猫
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「ちょっとおすまし」
山城北支部　安部　敬子

　散歩中に見つけた何気ない風景、旅先での写真、
我が家の愛犬・愛猫など…なんでもOKです。良い
のが撮れた！と思ったらお気軽にご応募ください。
【応募方法】
組合員番号、組合員氏名、写真の簡単な説明25字
以内（任意）を明記し、HPまたは郵送で送付。
（送り先は表紙下連絡先参照。
次回 4月号掲載予定）
※人物写真を投稿の場合は、被写体
に同意をとるなど、肖像権の侵害
にならないようご注意ください。 申込はこちら
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日 時 ５月9 日（金）
＊雨天決行

場 所 京都大学フィールド科学
教育研究センター

集 合 

ガ イ ド 芦生山の家所属ガイド
定 員 38人（最少催行人数20人）

参加資格
と参加費 

 
 

申込締切日 ４月８日（火）

 

 

 

芦生研究林下谷コース
（南丹市美山町））
JR園部駅西口 8 時15分
＊現地（芦生山の家）集合
　の場合9時40分

＊申込多数の場合、グループ
　毎に抽選
組合員（本人・配偶者加入者）

8,000円
組合員外（家族）　10,000円
＊ガイド代・バス代・弁当代込

＊参加決定者には４月中旬に
　参加要項を送ります。
＊抽選の場合、選に漏れた方に
　結果通知を送ります。

バス園部駅出発8：30　（70分）→芦生山の家到着9：40（トイレ休憩・弁当配布）
→バスで林内移動10：00　（30分）→観察会スタート10：30　（90分）
→昼食12：00→観察会再開13：00　（60分）→バスで芦生山の家へ14：00　（40分）
→芦生山の家着14：40→バス出発15：15　（75分）→16：30園部駅着・解散

▶山歩きのできる服装、登山靴、雨具
（セパレート）、お弁当が入るザック
等が必要です。
▶山道を観察場所までマイクロバスで
移動します。左記行程に同行できる
ことを目安としてください。

▶ハガキ、FAX、右記コード（ホームページ）から
お申し込みください（表紙下の連絡先を参照）。
▶申込必要事項【①氏名・②組合員番号・③生年月日・④年齢・
⑤当日朝に連絡の取れる本人連絡先】を明記してください。
▶グループの参加は、申込必要事項を連記して代表者が申し込む、又は
備考欄にグループ参加の旨を明記してください。参加要項は各自に
お送りします。
▶現地（芦生山の家）集合を希望される方は、その旨記入してください（参加
費は同額）。

申込
方法

行程

注意事項

JR園部駅⇔観察場所
マイクロバス配車

バス乗車　約４時間・歩行時間　 約3時間　歩行距離約3．5㎞・高低差140ｍ

新緑の芦生の森を歩く新緑の芦の芦生の森を歩く新緑の芦生の森を歩く

＊時間・行程は当日の天候等により変更することがあります

自然観察会
参加者募集参加者募参加者募参加者募参加者募参加者募集参加者募集

由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森」。
生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。
下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。
車両が伴走します。

由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森」由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森」。
生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。
下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。
車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。車両が伴走します。

由良川の源となる関西屈指の原生林「芦生の森」。
生命力あふれる若葉の季節に、現地ガイドと歩きます。
下谷の大カツラが見られる林道沿いのコースです。
車両が伴走します。
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～こんな事例に要注意！～
療養補助金給付請求　提出前に再確認しましょう

その他 ご不明な点は退職互助部までお問い合わせください。 ☎075‐752‐0540

保険診療費の請求ですか？（保険点数、健康保険の一部負担金との記載がある）

領収書に未収額の記載がありませんか？

領収書の記載事項がすべて読み取れますか？

　毎月4,000件ほど寄せられる、療養補助金請求。その中には、書類の不備で
お返しする事例もあります。その事例の一部を紹介しますので、あてはまる事
例がないか、請求前に今一度確認をお願いします。

　療養補助金は健康保険の一部負担金が対象です。受診された内容が保
険診療の一部負担金なのか、明確に分かる記載が領収書になければお受
けできません。
　特に、鍼灸接骨院・整骨院での施術は、保険点数がないため、健康保
険適用の一部負担金であることの明記が必要です。また、鍼灸接骨院・
整骨院は簡易な領収書も多く、患者氏名（＝組合員氏名）の記載がない
ものも見受けられます。右記見本の内容が明記されているか確認をお願
いします。（クレジットカードの利用明細、銀行振込・口座振替の本人控
えなどの場合も、請求書や診療明細などの追加添付が必要です。）

　添付書類はすべてコピーで構いません。何枚かの領収書をまとめて、縮小コピーしたものでも受け付けますが、
領収書の記載事項がすべて読み取れるようにコピーしてください。（両面コピーは不可）

治療用装具を購入した場合の請求が含まれていませんか？
　治療のため医師の指示のもと治療用装具（コルセット、サポーター、関節用装具等）を購入し、審査により健康
保険からの保険給付が認められた場合、その購入費用も療養補助金の対象になります（但し、健康保険からの給付
分を除く）。請求の際は、①装具購入時の領収書②健康保険からの給付支給決定通知書を併せて添付してください。

人間ドックや健診の領収書が含まれていませんか？
　療養補助金請求用紙に、人間ドック受診の領収書や健診の領収書が併せて添付されていることがあります。人間
ドックや健診は自費診療のため、「人間ドック補助金」として第2号様式「各種給付請求書」でご請求ください。

　療養補助金は、受診月を基準に、健康保険の一部負
担金を給付の対象として計算します。
　当日の診療分以外の支払いがあり、「未収額＊」（＊医
療機関によっては、名称が「前回請求額」「前回未払金」
等の場合があります）に金額が記載されている領収書
については、「受診日」「保険点数」を領収書の余白部分
に受診した医療機関で明記してもらう、またはその金
額の診療明細（受診日・保険点数明記）を併せて添付
してください。

860
7 1 15

360 500
7 1 15

-
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城久支部

京丹後支部

　全 3回に分けて樹脂粘土手芸に挑戦しました。
　樹脂粘土は酢酸ビニールが成分で、木工ボンドと同じです。
　第 1回目は緊張の中にも期待にあふれた楽しい雰囲気で
進めることができました。挑戦する「アジサイ」をイメージ
し、油絵具の青、ピンクを少量入れます。別に薄目の青、ピ
ンクを作ります。これで 4色の花びらを作り、積んでいき
ます。ひねった粘土が花に変わっていくのに感動。土台に差
し込み完成です。皆さん自分の作品に愛おしさを感じ大満足。
アジサイの咲く頃、皆さんの玄関に彩りを添えてくれるこ
とでしょう。

（記　津田　一弥）

　恒例のボウリング大会は今回で22回目。参加
者が少なかったためこじんまりとしてはいました
が、とても楽しくゲームができました。

（記　廣谷　雅久）

樹脂粘土教室　全 3回

ボウリング大会
他府県支部

　大阪中之島美術館にて、「TRIOパリ・東京・
大阪　モダンアートコレクション」を鑑賞しました。
　11時より12時半まで、お馴染みの名画も含め
て鑑賞し、近くの北京料理店で舌鼓を打ちました。
　その後、希望者による中之島付近の史跡めぐり
を予定していましたが、生憎の雨により中断した
のは残念でした。それでも充実した１日でした。

（記　小田　剛）

美術館鑑賞

テ
レ
ビ
の
画
面
で
地

震
発
生
を
伝
え
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
南
海

ト
ラ
フ
沿
い
の
大
規
模
地
震
が
発

生
す
る
確
率
は
今
後
30
年
以
内
に

70
～
80
％
だ
と
い
う
▼
3
月
が
近

づ
く
と「
東
日
本
大
震
災
」の
こ
と

を
想
う
。
東
北
か
ら
関
東
に
至
る

地
方
で
地
震
と
津
波
に
よ
る
甚
大

な
被
害
を
う
け
た
▼
２
０
１
１
年

震
災
の
年
、
私
は
ま
だ
在
職
中
で
、

前
年
に
転
校
し
た
教
え
子
が
、
宮

城
県
南
三
陸
町
に
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
そ
の
９
か
月
後
の
冬
休
み

に
教
え
子
の
家
族
を
訪
ね
た
▼
津

波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
住
宅
の
白

い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
基
礎
だ
け
が

並
ん
で
い
る
光
景
、
ま
た
、
杉
林

の
根
元
か
ら
十
数
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
ま
で
、
ま
る
で
刈
り
揃
え
た
か

の
よ
う
に
残
る
塩
害
の
跡
な
ど
が

被
害
の
深
刻
さ
を
伝
え
て
い
た
▼

学
校
に
い
た
子
ど
も
た
ち
は
校
舎

の
屋
上
に
で
は
な
く
、
海
岸
か
ら

少
し
離
れ
た
小
高
い
山
の
上
に
避

難
し
て
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
。

寒
さ
の
中
、
皆
で
一
夜
を
過
ご
し
、

「
低
学
年
に
は
小
さ
な
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
、
僕
ら
高
学
年
は
１
本
の
ウ

イ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
過
ご
し

た
」▼
そ
う
語
っ
て
く
れ
た
彼
は

今
、
20
代
の
た
く
ま
し
い
青
年
と

な
っ
て
南
三
陸
町
に
住
ん
で
い
る
。

（
高
木
）
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〈
若
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
〉

―
色
彩
と
魂
の
詩う

た

１
８
９
０–

１
９
１
８

　
19
世
紀
後
半
、
分
割
占
領
下
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
で
花
開
い
た
〈
若
き

ポ
ー
ラ
ン
ド
〉
が
生
み
出
し
た
芸

術
を
、
日
本
で
初
め
て
包
括
的
に

紹
介
し
ま
す
。
ク
ラ
ク
フ
国
立
博

物
館
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、

ワ
ル
シ
ャ
ワ
を
含
む
複
数
の
国
立

博
物
館
や
多
く
の
個
人
所
蔵
者
か

ら
招
来
し
た
、
マ
テ
イ
コ
及
び

〈
若
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
〉
の
代
表
的

な
絵
画
、
版
画
、
家
具
や
テ
キ
ス

タ
イ
ル
等
の
工
芸
品
を
含
む
約
１

３
０
点
を
展
覧
。
前
世
紀
転
換
期

に
輝
き
を
放
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
美

術
の
真
髄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

京
都
国
立
近
代
美
術
館

３
月
25
日（
火
）～
６
月
29
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
６
７
０
円

　
　
　
　
大
学
生

８
３
０
円

　
　
　
　
高
校
生

３
７
０
円

※
中
学
生
以
下
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
世

帯
員
の
方
、
障
が
い
者
本
人
と
そ
の

付
添
人
１
名
は
無
料
（
要
証
明
）

特
別
展　
「
和
食

～
日
本
の
自
然
、
人
々
の
知
恵
～
」

　
２
０
１
３
年
に
「
和
食
」
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
。

改
め
て
「
和
食
」
を
バ
ラ
エ
テ
ィ

豊
か
な
標
本
や
資
料
と
と
も
に
、

科
学
、
歴
史
な
ど
の
多
角
的
な
視

点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
日
本
の
自

然
が
育
ん
だ
多
様
な
食
材
、
知
恵

や
工
夫
で
生
み
出
さ
れ
た
技
術
、

歴
史
的
変
遷
か
ら
未
来
ま
で
、
身

近
な
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
和

食
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

京
都
文
化
博
物
館

４
月
26
日（
土
）～
７
月
６
日（
日
）

取
扱
料
金　
一
般　
１
４
４
０
円

　
　
　
　
大
高
生

１
０
８
０
円

※
障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

音
楽

東
京
都
交
響
楽
団
創
立
60
周
年
記
念

大
阪
特
別
演
奏
会

指
揮　
大
野
和
士

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　
ア
リ
ョ
ー
ナ
・

バ
ー
エ
ワ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

４
月
20
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
５
８
５
０
円

全
席
指
定

３
人
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る

春
の
プ
レ
シ
ャ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
豪
華
共
演
に
よ
る
関
西
初
の
極

上
コ
ン
サ
ー
ト
。
最
高
音
響
空
間

で
名
曲
の
数
々
を
お
届
け
し
ま
す
。

出
演　
隠
岐
彩
夏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
　
　
横
山
幸
雄
（
ピ
ア
ノ
）

　
　
　
矢
部
達
哉
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

曲
目　
ア
ー
レ
ン
：
虹
の
彼
方
に
他

府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

４
月
26
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金

一
般

４
５
０
０
円

学
生　
（
25
歳
以
下
）
２
５
０
０
円

全
席
指
定

錦
織
健　
プ
レ
ミ
ア
ム
・
リ
サ
イ
タ
ル

２
０
２
５
「
イ
タ
リ
ア
を
歌
う
」

出
演　
錦
織
健
（
テ
ノ
ー
ル
）

　
　
　
多
田
聡
子
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目　
ク
ル
テ
ィ
ス
：
忘
れ
な
草
、

　
　
　
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

５
月
10
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
９
５
０
円

全
席
指
定

ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

指
揮　
渡
邊
一
正

管
弦
楽　
京
都
市
交
響
楽
団

曲
目　
す
ぎ
や
ま
こ
う
い
ち
：
交

　
　
　
響
組
曲
「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ

ス
ト
Ⅺ
」
過
ぎ
去
り
し
時

を
求
め
て

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

５
月
10
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
４
５
０
０
円

全
席
指
定

チ
ェ
リ
ス
ト
た
ち
の
饗
宴

出
演　
横
坂
源
、
辻
本
玲

　
　
　
伊
藤
文
嗣
、
上
森
祥
平

演
目　
坂
本
龍
一
：
エ
ナ
ジ
ー
フ

ロ
ー　
他

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

６
月
７
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
４
７
０
０
円

ペ
ア　
９
０
０
０
円

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

華
原
朋
美
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

～
♡
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
♡
～

　
７
年
ぶ
り
の
全
国
ツ
ア
ー
！

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

６
月
22
日
（
日
）
15
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
７
０
２
０
円

全
席
指
定

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」

　
大
胆
な
ス
ト
ー
リ
ー
解
釈
と
流

麗
で
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
な
音
楽
で
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
化
！

出
演　
小
林
亮
太
、
島
太
星

展
覧
会

ヴォイチェフ・ヴァイス《ケシの花》1902
年　油彩／カンヴァス　個人蔵（クラクフ国
立博物館寄託）
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月
曜
日
締
切
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ

１
０
８
０
円

※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

一
般　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル一

般　
２
０
０
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

一
般（
中
学
生
以
上
）　

１
７
６
０
円

シ
ル
バ
ー（
満
65
歳
以
上
）　

１
２
８
０
円

◆
大
塚
国
際
美
術
館

一
般　
３
１
６
０
円

※
そ
の
他
の
券
種
は
Ｈ
Ｐ
で
確
認

　
　
　
花
乃
ま
り
あ
、
鈴
木
壮
麻

　
　
　
松
村
雄
基
、
朝
夏
ま
な
と
他

神
戸
国
際
会
館
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル

５
月
18
日
（
日
）
12
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
１
３
５
０
０
円

全
席
指
定

狂
言

祝
祭
大
狂
言
会
２
０
２
５

　
親
子
三
代
に
よ
る
ホ
ー
ル
狂
言
。

出
演　
野
村
万
作
（
人
間
国
宝
）、

　
　
　
野
村
萬
斎
、
野
村
裕
基
他

演
目　
見
物
左
衛
門
花
見

　
　
　
法
螺
侍

　
　
　
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ボ
レ
ロ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

４
月
26
日
（
土
）
15
時
開
演

取
扱
料
金　
Ｓ
席　
８
０
０
０
円

全
席
指
定

浪
曲

玉
川
太
福
独
演
会

演
目　
「
中
村
仲
蔵
」
他
二
席

京
都
文
化
博
物
館　
６
階
和
室

６
月
７
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金　
全
自
由
席　
２
７
０
０
円

※
畳
席
（
折
り
畳
み
椅
子
等
持
込
不
可
）

落
語

桂
吉
弥
独
演
会

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

７
月
20
日
（
日
）
13
時
30
分
開
演

取
扱
料
金　
一
般　
３
７
０
０
円

全
席
指
定

※
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

　
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
、
３
月

24
日
（
月
）
締
切
、
26
日
（
水
）

発
送
が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。

３
月
25
日
（
火
）～
４
月
７
日

（
月
）
申
し
込
み
分
は
、
４
月
９

日
（
水
）
発
送
に
な
り
ま
す
の
で

計
画
的
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
急
ぎ
の
場
合
は
、
在
庫
確
認
の

上
、
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

絵画

　「学校の中の思い出の場
所」を水彩画に残しました。
５年間、仲間と一緒に行っ
た給食の配膳シーンを選び、
友達の表情も豊かに描いて
います。友達をいつもよく
みている沙瑠さんの優しい
心が、絵に映り込んでいる
ようです。また、後ろのロ
ッカーや一つ一つのおかず
も細部にこだわって描き、
コンテを使って陰影を丁寧
に描いていることも、主役
の人物を浮かび上がらせて
います。とっても素敵な一
枚です。

　
今
回
は
春
の
気
配
を
感
じ
る
３

月
に
ぴ
っ
た
り
の
冒
険
物
語
を
３

作
品
紹
介
。
ま
ず
は
第
97
回
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
10
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト
の

『
ウ
ィ
キ
ッ
ド　
ふ
た
り
の
魔
女
』。

名
作
小
説
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』

で
少
女
ド
ロ
シ
ー
が
オ
ズ
の
国
に

迷
い
込
む
ず
っ
と
前
に
さ
か
の
ぼ

り
、“
悪
い
魔
女
”
エ
ル
フ
ァ
バ

と
“
善
い
魔
女
”
グ
リ
ン
ダ
の
過

去
を
ふ
た
り
の
視
点
か
ら
描
き
出

す
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
い
う
域
を

飛
び
越
え
、
わ
た
し
た
ち
が
現
実

に
対
し
て
持
つ
物
事
の
見
え
方
を

一
変
さ
せ
る
力
を
持
っ
た
超
大
作
。

　
２
作
目
は
『
ケ
ナ
は
韓
国
が
嫌

い
で
』。
経
済
格
差
に
よ
っ
て
競

争
の
レ
ー
ル
に
も
乗
れ
ず
、“
こ

こ
で
は
幸
せ
に
な
れ
な
い
”
と
感

じ
る
主
人
公
ケ
ナ
が
、
韓
国
を
飛

び
出
し
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
移

住
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
…
。
韓

国
の
熾
烈
な
競
争
社
会
を
背
景
に
、

自
国
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
面
で
は
な

い
現
実
を
生
き
る
若
者
の
姿
を

コ
・
ア
ソ
ン
が
地
に
足
の
つ
い
た

芝
居
で
魅
せ
る
。
チ
ョ
・
ナ
ム
ジ

ュ
著
『
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ

ヨ
ン
』
と
同
じ
出
版
社
か
ら
刊
行

さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
と
な

っ
た
チ
ャ
ン
・
ガ
ン
ミ
ョ
ン
著

『
韓
国
が
嫌
い
で
』
が
原
作
。
映

画
と
い
っ
し
ょ
に
原
作
も
楽
し
ん

で
み
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
『
Ｆ
ｌ

ｏ
ｗ
』。
大
洪
水
に
包
ま
れ
た
世

界
で
、
あ
る
一
匹
の
猫
が
居
場
所

を
求
め
て
旅
に
出
る
物
語
だ
。
時

に
は
運
命
に
抗
い
、
時
に
は
流
さ

れ
漂
う
猫
と
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
た

ち
の
旅
路
を
見
つ
め
る
、
圧
巻
の

映
像
体
験
は
息
を
の
む
だ
ろ
う
。

第
97
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
賞
と
国
際
長
編
映
画

賞
の
２
部
門
ノ
ミ
ネ
ー
ト
。

『
ウ
ィ
キ
ッ
ド
ふ
た
り
の
魔

女
』
は
７
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ

マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、

Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ

マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
、

舞
鶴
八
千
代
館
に
て
、『
ケ
ナ
は

韓
国
が
嫌
い
で
』
は
７
日
か
ら
京

都
シ
ネ
マ
に
て
、『
Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
』

は
14
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ

二
条
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川

に
て
公
開
予
定
。

　
（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

2
月
19
日
現
在

『ケナは韓国が嫌いで』
© 2024 NK CONTENTS AND 

MOCUSHURA INC. ALL RIGHTS 
RESERVED.

年間取扱
チケット
申込みは
こちら

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
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右京支部　作品展
3 月25日(火)
　　11時～17時
　　26日(水)

9 時～16時
　右京区役所 1階
　「マチコ」

　
体
力
と
の
闘
い

　
退
職
し
て
か
ら
登
山
を
始
め
ま

し
た
。
登
り
た
い
山
が
次
々
に
出

て
来
て
、
体
力
と
年
齢
リ
ミ
ッ
ト

と
の
闘
い
で
す
。
も
う
少
し
早
く

に
始
め
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
、
と

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

右
京
支
部　
太
田　
由
枝

　
夫
婦
円
満
の
秘
訣

　
子
ど
も
達
も
独
立
し
、
夫
婦
二

人
で
静
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

夫
婦
円
満
の
た
め
に
、
近
場
の
湯

の
花
温
泉
に
泊
ま
り
に
行
く
の
も

楽
し
み
で
す
。

西
京
支
部　
酒
井　
寿
明

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
な
い

セ
カ
ン
ド
ワ
ー
ク
も
卒
業
し
て

３
年
目
。
朝
起
き
て
、「
今
日
も

す
る
こ
と
が
あ
る
、
今
日
も
行
く

と
こ
ろ
が
あ
る
」
こ
と
の
素
晴
ら

し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
読
書
、
草
刈
り
、『
ナ

ン
プ
レ
超
難
問
』
挑
戦
を
ル
ー
テ

ィ
ン
と
し
、
時
に
小
学
校
や
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
へ
道
徳
の
出
前
授
業
に

出
か
け
た
り
。「
ボ
ー
っ
と
生
き

て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
」
と
、
チ
コ

ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る
こ
と
も
な
い

毎
日
か
な
？　
や
っ
ぱ
り
、
生
か

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

山
城
南
支
部　
西
本　
吉
生

　
か
け
が
え
の
な
い
今
を
大
切
に

　
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
は
予
定
で
き

る
の
に
、
人
が
亡
く
な
る
時
は
予

定
で
き
な
い
。
後
悔
し
な
い
よ
う

に
、
会
い
た
い
と
思
っ
た
ら
会
い

に
行
こ
う
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。
１
日
１
日
を
大
切
に
生
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ
と

は
ど
ん
ど
ん
や
る
！

左
京
北
支
部　
川
西　
き
み
子

　
今
年
こ
そ
は
穏
や
か
な
１
年
を

　
新
年
に
庭
の
椿
に
メ
ジ
ロ
２
羽

が
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
つ

が
い
で
し
ょ
う
か
。
仲
睦
ま
じ
く

白
い
蕾
の
蜜
を
求
め
忙
し
く
枝
か

ら
枝
へ
渡
り
ま
す
。
何
か
し
ら
ほ

っ
と
す
る
ひ
と
時
。
昨
年
は
能
登

震
災
の
余
震
に
怯
え
る
毎
日
だ
っ

た
こ
と
を
思
う
と
少
し
は
心
に
余

裕
が
。
地
震
、
豪
雨
と
散
々
な
１

年
で
し
た
が
復
興
は
少
し
ず
つ
確

実
に
進
ん
で
い
る
と
信
じ
た
い
。

今
年
こ
そ
平
穏
な
１
年
で
あ
る
よ

う
に
。他

府
県
石
川　
中
西　
菊
生

　
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
再
開

　
神
戸
に
来
て
早
２
年
。
京
都
で

続
け
て
い
た
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
、
昨
年
12
月
か
ら
こ
ち
ら
で

も
始
め
ま
し
た
。
こ
の
北
神
地
域

に
は
、
介
護
・
工
場
・
Ａ
Ｌ
Ｔ
等

で
、
１
，
０
０
０
人
以
上
の
外
国

人
が
働
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
水
曜
日
の
夜
に
、
仕
事
を
終
え

た
若
者
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
熱

心
に
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
す
る
姿

に
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

他
府
県
兵
庫　
上
羽　
淑
枝

　
二
人
だ
け
の
秘
密
の
時
間

　
み
ん
な
が
寝
た
あ
と
、
洗
濯
物

を
広
げ
て
い
る
と
、
小
３
の
孫
娘

が
起
き
て
き
た
。
た
っ
ぷ
り
30
分
、

祖
母
と
孫
の
他
愛
も
無
い
会
話
。

な
ぜ
か
不
思
議
と
花
が
咲
き
、
良

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
二
人
は
ニ
タ
ニ
タ
笑
顔
。

　

他
府
県
大
阪　
牟
禮　
良
子

り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
る

と
借
主
に
と
っ
て
大
き
な
デ
メ
リ

ッ
ト
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
借
地
借
家
法
（
附
則

3
条
）
で
は
、
平
成
12
年
3
月
1

日
よ
り
前
に
開
始
し
た
居
住
用
建

物
の
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て
は
、

定
期
借
家
へ
の
切
替
が
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
（
事
業
用
建
物
賃
貸
除

く
）。

　
ま
た
、
平
成
12
年
3
月
1
日
以

降
の
賃
貸
借
契
約
の
場
合
は
、
定

期
借
家
契
約
へ
の
切
替
が
可
能
と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
で
も
賃

借
人
が
定
期
借
家
の
内
容
を
十
分

に
理
解
し
た
上
で
切
替
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
記
載
事
項
を
記
載
し
た
契
約

書
の
作
成
、
契
約
締
結
前
の
事
前

説
明
、
事
前
の
書
面
交
付
等
厳
し

い
制
約
が
課
さ
れ
て
お
り
、
要
件

を
欠
い
た
場
合
、
定
期
借
家
契
約

と
は
な
ら
ず
普
通
賃
貸
借
契
約
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

弁
護
士　
黒
澤　
誠
司

（
京
都
法
律
事
務
所
）

定
期
借
家
契
約
へ
の
切
替

（
平
成
12
年
3
月
1
日
よ
り
前
の

居
住
用
建
物
の
普
通
賃
貸
借
契
約

の
定
期
借
家
契
約
へ
の
切
替
）

　
昭
和
の
頃
か
ら
建
物
を

人
に
貸
し
て
い
る
の
で
す

が
、
今
般
、
賃
貸
借
契
約
を
終
了

し
て
建
て
替
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
定
期
借
家
契
約
と
い
う
も

の
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、

今
の
契
約
を
定
期
借
家
契
約
に
切

り
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し

ょ
う
か
。

　
定
期
借
家
契
約
で
は
契

約
期
間
の
満
了
で
確
実
に

契
約
が
終
了
す
る
た
め
、
貸
主
の

側
か
ら
す
れ
ば
メ
リ
ッ
ト
の
大
き

い
契
約
で
す
。
平
成
11
年
の
借
地

借
家
法
改
正
に
よ
っ
て
定
期
借
家

の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

既
に
締
結
さ
れ
て
い
る
賃
貸
借
契

約
を
自
由
に
定
期
借
家
契
約
に
切

A Q

他支部の方歓迎！
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二
重
枠
の
9
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出

●
タ
テ
の
カ
ギ

1
「
雪
洞
」
と
書
く
雛
飾
り
の

道
具

2

会
社
案
内
や
商
品
説
明
に
も

使
わ
れ
る
小
冊
子
の
名
称
。
舞

台
の
―
―
を
購
入
す
る

3　
財
産
。
巨
万
の
―
―
を
築
く

4　
ひ
ど
く
驚
い
た
！！
何
を
抜
か

れ
た
？

6　
三
月
の
和
風
月
名

8　
鈴
―
―
、
洋
―
―
、
胡
蝶
―

―
10　
―
―
の
利
と
は
、
争
っ
て
い

る
間
に
第
三
者
が
利
益
を
横
取

り
す
る
こ
と

12　
日
本
最
大
級
の
サ
フ
ァ
リ
パ

ー
ク
が
あ
る
大
分
県
の
「
安
心

院
」
町
。
読
み
方
は
？

13　
新
生
児
の
お
尻
に
あ
る
青
あ

ざ
、
―
―
斑

14　
生
活
。
―
―
ワ
ー
ク
、
―
―

ス
タ
イ
ル

15　
実
際
に
は
通
用
し
な
い
空
論

の
た
と
え
。
―
―
水
練
、
―
―

兵
法

16　
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
こ
と

17　
原
子
番
号
14
、
元
素
記
号
Ｓ

ｉ
20　
菅
原
道
真
公
を
祀
る
神
社
で

は
、
こ
の
鳥
の
木
彫
り
を
交
換

し
合
う
神
事
が
あ
る

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
姓
は
？

4 

「
か
ち
か
ち
山
」
で
、
狸
が

乗
っ
た
船
は
何
で
で
き
て
い
た
？

5　
松
島
、
牛
タ
ン
、
青
葉
城
と

い
え
ば
何
県
で
し
ょ
う

7　
水
中
に
棲
む
、
蚊
の
幼
虫

9　
薬
草
と
し
て
も
知
ら
れ
、
若

芽
を
草
餅
に
使
う
キ
ク
科
の
植

物
11　
特
定
の
人
を
恋
い
慕
う
気
持

ち
。
―
―
結
婚
、
社
内
―
―

13　
牛
や
豚
の
腸
が
主
材
料
の
鍋

料
理
、
―
―
鍋

14

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
異
称
「
羅

府
」
は
何
と
読
む
？

15　
根
拠
が
な
く
現
実
味
も
な
い

と
い
う
意
味
の
四
字
熟
語

18　
医
学
用
語
で
は
胼
胝
（
べ
ん

ち
）
と
呼
ば
れ
る
皮
膚
の
症
状

19

エ
ル
ガ
ー
作
曲
の
行
進
曲
「

―
―
堂
々
」

21　
動
物
の
名
が
入
る
春
の
季
語

「
―
―
魚
を
祭
る
」　　
　
　
　

25名にQUOカードが当たる!!

クイズの応募規定▶締切3月末日必着
（正解・呈賞者は5月号発表）

＊支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互助組
合まで。ハガキ、FAX、ホームページ等で応募し
てください。

＊お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」に
お断りなく掲載させていただくことがあります。
掲載不可の場合はその旨をお書き添えください。

応募はこちらから

Googleフォームに
変更しています。返信
メールは届きません。

1 2

7

65

3 4

9

13

10

11

8

15

19

21

12

14

16 17

2018

▼
当
選
者
（
敬
称
略
）

井
上　
　
伸
（
中
京
）

藤
井　
智
子
（
右
京
）

吉
松　
敬
二
（
西
京
）

小
林　
栄
子
（
西
京
）

滝
田　
捷
子
（
左
京
北
）

酒
井　
泰
子
（
左
京
南
）

臼
井　
知
子
（
東
）

森
田
冨
美
子
（
伏
見
）

舩
津
美
知
子
（
醍
醐
）

鹿
野　
公
子
（
乙
訓
）

中
村　
文
子
（
乙
訓
）

林　
　
善
和
（
宇
治
東
）

田
村　
謙
二
（
宇
治
西
）

　
応
募
者
655
名
で
、
632
名
が
正
解
で

し
た
。
新
春
特
別
企
画
と
し
て
、
30

名
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

山
口　
健
一
（
城
久
）

曽
原　
　
肇
（
山
城
北
）

梅
原　
智
子
（
山
城
北
）

脇
田　
わ
か
（
山
城
南
）

中
島　
明
子
（
北
桑
田
）

齋
藤　
　
茂
（
亀
岡
）

西
井
喜
美
子
（
亀
岡
）

井
尻　
雅
丈
（
船
井
）

岡
田　
孝
夫
（
綾
部
）

井
上
ま
ゆ
み
（
福
知
山
）

大
島　
弘
美
（
福
知
山
）

渋
谷　
文
利
（
舞
鶴
）

森
山　
俊
雄
（
宮
与
）

荻
野　
礼
子
（
京
丹
後
）

野
村　
怜
子
（
京
丹
後
）

谷
口
た
つ
よ
（
他
府
県
山
梨
）

竹
村　
知
世
（
他
府
県
滋
賀
）

１
月
号
の
答
は

「
心シ
ン
キ
イ
ッ
テ
ン

機
一
転
」
で
し
た

☆
１
月
号
の
解
答
図

互助組合報退教互版 2025．3.15
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上京区 首途八幡宮
か ど で

　「源義経　奥州への旅立ちの地」であり、旅
行・安全の神社として崇敬を集めている境内に
は、源平枝垂れ桃という、源氏の旗印である白、
平家の旗印である赤、その中間の 3 色が源氏と
平氏が競い合うように咲き乱れる桃の木がありま
す。隣の桜井公園では桜も満開になるので桃と
桜の競演が見られます。

（上京支部　坪野　津由子）

●京都市営バス「今出川大宮」バス停下車、西
へ徒歩 5 分

美山町 法明寺
ほう みょう じ

　法明寺は、十二面観音菩薩を本尊とする曹
洞宗のお寺で、江戸時代中期に発見され移植
された桜が名物。15代佐野藤右衛門氏が名付
けた法明寺桜は、山桜の突然変異で花の数や
花弁数が多くなった八重桜で、普通の桜よりも
少し遅く満開になる傾向があります。

（北桑田支部　小畑　学）

●南丹市営バス「鶴ケ岡」バス停下車、徒歩 3 分
美山町鶴ケ岡ノブ15

●京都丹後鉄道「天橋立」駅よりタクシーで約25分、
または観光船⇒ケーブルカー⇒登山バスで約50分

●京都丹後鉄道「天橋立」駅よりタクシーで約25分、
または観光船⇒ケーブルカー⇒登山バスで約50分

●入山料 大人500円、中学生以下無料

宮津市 成相寺・成相山パノラマ展望台
じあいなり なりあいさん

　西国第28番札所として有名な成相寺。五重
塔の周りの桜がきれいです。そこから車で少し
登ったところにあるパノラマ展望台からは、天
橋立や宮津湾、舞鶴、そして天気が良ければ
能登半島や白山を望むこともできます。

（宮与支部　大垣　芳枝）

提供：首途八幡宮

©（一社）南丹市美山観光まちづくり協会

提供：成相寺

支部通信員おすすめ!支部通信員おすすめ!支部通信員おすすめ!支部通信員おすすめ!
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